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無花粉スギ品種の
開発
成長が精英樹と

同等の無花粉スギ
品種「三月晴不稔
１号」を４都県と
共同で開発しまし
た。命名にあたっ
ては、特に花粉飛
散量の多い３月に
晴れやかな気持ち
で過ごせるように
との願いが込めら
れています。

表紙写真の説明

ミャンマーにおける林木
育種事情調査
世界的に遺伝資源保全

管理の優先度が高いとさ
れているチークの天然林
が多く所在するミャン
マーにおいて、チークの
林木育種や遺伝資源保全
の現状と課題等を調査し
ました。

超低温保存した種子から
発芽して成長したブナの
実生
地球温暖化によって生

育地が今後著しく減少す
ることが危惧されている
ブナについて、種子を最
適な含水率で調整すると、
-170℃の超低温で発芽率
が著しく低下することな
く保存できることを明ら
かにしました。

ゲノム編集により白化したスギ(緑が正常)の
幼植物体

DNA切断酵素をスギ用に最適化することで、
効率的にゲノム編集することに成功しました。

国立研究開発法人 森林研究・整備機構
森林総合研究所林木育種センター
（英名表記）
Forestry and Forest Products Research Institute
Forest Tree Breeding Center

国立研究開発法人 森林研究・整備機構
森林総合研究所森林バイオ研究センター
（英名表記）
Forestry and Forest Products Research Institute
Forest Bio-Research Center


	1業務実績
	00業務実績表紙
	01林木育種の推進
	林木育種の推進

	02 年報用H30年度の業務実績(各部等）

	2資料
	0～6-2-1
	0資料表紙
	1沿革
	2事業内容
	3-1育種基本区
	3-2育種区別対象地域・育種基本区別森林面積
	3-3育セ・育種場及びバイオの住所等
	Sheet1

	4組織図
	Sheet1

	5職員数
	6-1登録品種
	表Ⅲ-7 (1) 登録品種

	6-2-1主な開発品種一覧(17年度以前）
	7 (2) 主な開発品種一覧 ⑨


	6-2-2
	①-1-1初期成長に優れた品種スギ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	①-1-2初期成長に優れた第二世代品種スギ011114
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	①-2材質優良スギ品種_列の幅修正300829
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	②-2材質優良トドマツ品種280830
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	②カラマツ材質優良品種290814
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	③成長の優れたアカエゾマツ品種271005
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	④_1花粉少ない品種スギ011112
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	④_2花粉の少ない品種ヒノキ271005
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑤低花粉品種スギ290630
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑥無花粉（雄性不稔）スギ品種_文字拡大011112
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑦幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の大きい品種スギ0808
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑧幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の大きい品種トドマツ・カラマツ・ヒノキ
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑨マツノザイセンチュウ抵抗性品種アカマツ011113
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑩マツノザイセンチュウ抵抗性品種クロマツ011113
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑪スギカミキリ抵抗性品種0808
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑫スギザイノタマバエ抵抗性品種0808
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑬マツバノタマバエ抵抗性品種0808
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑭エゾマツカサアブラムシ抵抗性品種0808
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑮雪害抵抗性品種スギ290809
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑯寒風害抵抗性品種スギ・トドマツ271005
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	⑰凍害抵抗性品種0808
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉑寒害抵抗性品種
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉒耐陰性品種スギ等～木ロウ生産に適したハゼノキ品種271005
	表Ⅲ-7 (2) ②～⑰

	㉓_1 エリートツリー等_スギR011106
	年報掲載版

	㉓_2 エリートツリー等_ヒノキR011106
	年報掲載版修正

	㉓_3 エリートツリー等_カラマツR011106
	年報掲載版


	6-3～13
	6-3 中期計画別の主な開発品種数
	表Ⅲ-7 (3) 主な開発品種数 (新集計)300829

	6-4５年間の主な開発品種数
	表Ⅲ-7 (3) 主な開発品種数300829

	7特定母樹0820
	H30年度

	8林木遺伝子110番(遺伝資源部）0519 a
	9講習・指導0820
	年報（集計）

	10視察・見学等
	表Ⅲ-16 視察・見学等

	11プレスリリース
	表Ⅲ-17 (1) プレスリリース

	12海外研修員の受入れ（海外課）0903
	14(1)海外研修員

	13-1文献総合目録_平成30年度に発表等を行った文献数一覧（論文データベースから）
	表Ⅲ-20 (1) 文献数一覧

	13-2文献総合目録_平成30年度に発表等を行った文献目録


	3業務レポート
	00業務レポート表紙
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